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気
が
付
け
ば
12

月
。
み
な
さ
ん
は
こ

の
２
学
期
は
ど
う
で

し
た
か
。
学
習
の
ま

と
め
や
懇
談
会
が
あ

り
ま
す
が
フ
ル
パ
ワ

ー
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
冬
休
み

は
ゆ
っ
く
り
休
み
ま

し
ょ
う
。

　

私
は
今
年
11
回
目

の
採
用
試
験
で
無
事

合
格
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
毎
年
採

用
試
験
の
た
め
に
勉

強
し
た
夏
休
み
。
毎

年
「
今
年
こ
そ
！
」

と
思
っ
て
挑
ん
だ
試

験
。「
受
け
て
も
意

味
が
な
い
」
と
投
げ

や
り
に
な
っ
た
時
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
合
格
し
た
こ
と

を
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
伝
え
る
と
、

み
ん
な
「
諦
め
ず
に

頑
張
っ
た
ね
」「
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に

嬉
し
い
」
な
ど
言
っ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
努
力
は
必
ず

報
わ
れ
る
‼
」
と
い

う
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。
今
ま
で
以
上

に
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

来
年
度
、
採
用
試

験
を
受
け
ら
れ
る
方

諦
め
ず
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
努
力
は

必
ず
報
わ
れ
ま
す
。

私
は
い
つ
で
も
応
援

し
て
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
12月12月

　

大
阪
市
で
は
25
年
度

５
月
１
日
現
在
、
幼
稚

園
12
人
、
小
学
校
３
３

４
人
、
中
学
校
３
２
２

人
の
「
定
数
内
講
師
」

（「
正
規
」
教
員
定
数

の
不
足
を
補
う
た
め
の

講
師
）
が
勤
務
し
て
い

ま
す
。
年
度
ご
と
に
契

約
が
切
れ
る
「
定
数
内

講
師
」
で
は
な
く
、
数

年
間
続
け
て
学
校
を
支

え
ら
れ
る
「
正
規
教
職

員
」
を
増
や
す
こ
と
が

求
め
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

次
年
度
の
講
師
採
用

希
望
を
確
認
す
る
「
講

師
継
続
採
用
申
込
書
」

の
提
出
が
11
月
中
旬
に

各
学
校
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
自
由
記
入

欄
」
に
、
あ
る
小
学
校

の
現
職
講
師
は
次
の
よ

う
に
記
入
し
ま
し
た
。

「
現
任
校
継
続
勤
務
希

望
。
現
任
校
で
は
、
学

級
担
任
や
教
科
担
当
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。

校
務
分
掌
で
は
、
視
聴

覚
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
情

報
モ
ラ
ル
、
…
な
ど
、

…
学
校
教
育
を
支
え
る

立
場
を
歴
任
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
主
任
を
担
当
し
、

一
人
一
台
端
末
の
管
理

・
運
営
を
…
進
め
て
き

ま
し
た
。
…
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
関
わ
っ
て
引
継
ぎ

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

…
来
年
度
は
、
実
際
の

操
作
に
つ
い
て
引
継
ぎ

が
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
」。
講
師

は
同
一
労
働
を
担
っ
て

い
ま
す
。

同
一
労
働
担
う
講
師

同
一
労
働
担
う
講
師

正
規
教
職
員
増
を

正
規
教
職
員
増
を

ガーベラガーベラ
だよりだより

　

市
労
組
連
は
11
月
８

日
、
25
年
賃
金
確
定
要

求
交
渉
を
行
い
、
月
例

給
・
一
時
金
の
引
き
上

げ
の
市
当
局
回
答
を
え

ま
し
た
。
中
高
年
層
に

つ
い
て
昨
年
を
大
き
く

上
回
る
改
定
額
・
改
定

率
と
な
り
ま
し
た
。
教

育
職
給
料
表
（
２
）
２

級
91
号
給
～
１
万
円
、

１
１
３
号
給
～
１
万
５

百
円
、
１
５
０
号
給
～

１
万
千
円
。
私
た
ち
の

運
動
の
大
き
な
成
果
で

す
。し
か
し
、大
阪
の
企

業
の
所
定
内
給
与
は
３

・
６
％
増
、
大
阪
市
の

消
費
者
物
価
指
数
３
・

８
％
増
に
及
ば
な
い
も

の
で
あ
り
、物
価
高
騰
、

市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め

民
泊
の
新
規
申
請
の
即
時
停
止

「
特
区
民
泊
」
か
ら
の
離
脱
を
求
め
る
要
請
書

　

大
阪
憲
法
会
議
・
共

同
セ
ン
タ
ー
「
秋
の
憲

法
大
学
習
会
」
が
11
月

24
日
開
催
さ
れ
１
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宮
崎
礼
二
明
海
大
学
准

教
授
が
講
演
「
戦
後
80

年　

今
後
の
日
米
関
係

と
日
本
国
憲
法
」
を
行

い
ま
し
た
（
以
下
講
演

要
旨
）。

重
大
な

台
湾
有
事
発
言

　

高
市
首
相
は
安
倍
元

首
相
で
さ
え
言
わ
な
か

っ
た
「
存
立
危
機
事
態

に
な
り
う
る
」
と
し
て

具
体
的
に
台
湾
有
事
を

語
っ
た
。
15
年
安
全
保

障
法
制
は
集
団
的
自
衛

権
を
認
め
た
（
日
本
が

攻
撃
を
受
け
て
い
な
く

て
も
米
中
が
戦
闘
を
始

め
れ
ば
日
本
も
参
戦
す

る
）。

　

国
防
省
を
９
月
に
戦

争
省
名
に
名
称
を
変
更

し
た
ア
メ
リ
カ
は
「
戦

争
中
毒
国
家
」。
朝
鮮

戦
争
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、

イ
ラ
ク
戦
争
…
戦
争
に

は
２
条
件
が
あ
り
本
土

攻
撃
を
受
け
な
い
こ

と
、
自
国
民
の
死
傷
を

最
小
限
と
す
る
こ
と
。

台
湾
で
戦
闘
が
始
ま
れ

ば
南
西
諸
島
、
本
州
の

米
軍
基
地
が
攻
撃
さ
れ

る
（
大
陸
間
弾
道
弾
を

持
つ
米
・
中
は
互
い
に

本
土
攻
撃
を
し
な
い
）。

自
衛
隊
は
基
地
の
地
下

化
を
進
め
て
い
る
が
、

国
民
の
家
屋
、
社
屋
、

工
場
、
病
院
な
ど
が
破

壊
さ
れ
、日
々
の
生
活
、

命
が
奪
わ
れ
る
（
平
和

的
生
存
権
の
侵
害
）。

安
保
３
文
書

前
倒
し
大
軍
拡

　

高
市
政
権
は
「
安
保

３
文
書
」
前
倒
し
改
定

の
意
向
を
表
明
。
軍
事

費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
を

前
倒
し
本
年
度
達
成
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
３

・
５
％
＝
21
兆
円
を
要

求
。
財
源
は
ど
う
す
る

の
か
。

　

医
療
・
介
護
・
生
活

保
護
の
総
計
が
18
兆

円
。
能
登
半
島
地
震
、

埼
玉
・
八
潮
道
路
陥
没

の
復
旧
・
復
興
が
進
ま

ず
放
置
。

　

海
上
輸
送
路
が
封
鎖

さ
れ
れ
ば
輸
入
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
供
給
が
停

止
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
は
12
・
６
％
、
食
料

（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

自
給
率
38
％
。
ま
さ
に

「
貧
国
強
兵
」
政
策
。

軍
産
学
複
合
体

　

高
市
政
権
の
掲
げ
る

「
日
米
同
盟
の
新
た
な

黄
金
時
代
」、
対
米
従

属
強
化
は
、
ア
メ
リ
カ

側
の
要
求
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
保
守
タ
カ

派
勢
力
や
財
界
が
長
年

追
い
求
め
て
き
た
「
悲

願
」
に
基
づ
く
も
の
。

軍
需
企
業
の
設
備
投
資

を
支
援
し
、
殺
傷
兵
器

輸
出
を
容
認
し
、
海
外

市
場
拡
大
に
よ
る
量
産

効
果
を
生
み
出
す
。

　

三
菱
重
工
業
、
川
崎

重
工
業
、
富
士
通
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
、
三
菱
電
気
の
収

益
源
は
民
需
か
ら
軍
需

へ
比
重
移
転
し
て
い

　

日
朝
協
会
結
成
70
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
加
害
の
歴
史
・
戦
争

の
記
憶
を
ど
う
つ
な
い

で
い
く
か
」
が
11
月
15

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
リ
ア
協
会
大
阪
理

事
長
の
飯
田
光
徳
さ
ん

が
発
言
。
韓
国
で
は
植

民
地
支
配
協
力
者
が
追

及
さ
れ
て
い
る
が
、
自

衛
隊
発
足
幹
部
は
旧
日

本
軍
正
規
将
校
な
ど
植

民
地
支
配
は
不
問
。
観

光
・
音
楽
・
文
学
な
ど

の
交
流
は
進
ん
で
い
る

が
、
治
安
維
持
法
は
韓

国
で
は
国
家
保
安
法
、

日
本
で
は
ス
パ
イ
防
止

法
制
定
策
動
。
反
共
主

義
克
服
は
東
北
ア
ジ
ア

の
市
民
社
会
の
共
通
の

重
要
課
題
と
強
調
。

　

歴
史
教
育
者
の
立
場

か
ら
平
井
美
津
子
さ
ん

が
、「
慰
安
婦
」
問

題
、
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
と
さ

れ
た
朝
鮮
人
の
日
本
政

府
へ
の
謝
罪
・
賠
償
要

求
の
授
業
を
報
告
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

「
し
ん
ど
か
っ
た
。
つ

ら
い
。
で
も
教
え
て
く

れ
て
よ
か
っ
た
」、
植

民
地
支
配
責
任
と
戦
争

責
任
の
違
い
に
気
づ
く

生
徒
が
い
ま
し
た
。

　

「
負
の
歴
史
」
を
教

え
さ
せ
ま
い
と
す
る
勢

力
の
教
育
へ
の
介
入
を

許
さ
な
い
た
た
か
い
が

必
要
。
排
外
主
義
に
陥

ら
な
い
た
め
に
こ
そ
、

大
人
こ
そ
が
歴
史
を
学

び
直
す
必
要
。
危
機
感

を
持
ち
近
隣
諸
国
関
係

を
改
善
し
て
い
く
た
め

の
対
話
を
結
び
と
し
ま

し
た
。

　

井
口
和
起
京
都
府
立

大
学
名
誉
教
授
が
歴
史

学
者
・
研
究
者
の
立
場

か
ら
発
言
。「
加
害
」

に
は
虐
殺
・
性
的
虐
待

な
ど
身
体
的
・
肉
体

的
、
財
産
の
強
奪
と
、

言
語
の
強
制
、
文
化
の

強
制
が
あ
る
。「
脱
植
民

地
化
」は
植
民
地
、宗
主

国
双
方
の
課
題
で
世
界

で
「
脱
植
民
地
化
」
を

完
了
し
た
国
は
な
い
。

人
種
差
別
が
残
る
。

　

日
本
に
は
宗
主
国
故

の
深
い
歴
史
的
な
「
歪

み
」か
ら
の「
解
放
」、

歴
史
認
識
の
課
題
が
あ

り
、言
葉
の
上
で
の「
謝

罪
」
で
は
す
ま
な
い
。

　

歴
史
修
正
主
義
の
も

と
で
、
確
か
な
事
実
の

発
掘
・
検
証
と
自
ら
の

「
脱
植
民
地
化
」
へ
の

努
力
、
若
い
世
代
に
人

類
史
の
現
段
階
を
伝
え

る
こ
と
が
必
要
。
そ
れ

は
日
本
国
憲
法
前
文
の

第
２
段
。

　

専
制
と
隷
従
、
圧
迫

と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永

遠
に
除
去
し
よ
う
と
努

め
て
い
る
国
際
社
会
…

全
世
界
の
国
民
が
、
ひ

と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
れ
、
平
和
の
う
ち

に
生
存
す
る
権
利
を
有

す
る
こ
と
を
確
認
す

る
。

る
。
防
衛
省
契
約
実
績

上
位
20
社
中
12
社
が
自

民
党
へ
政
治
献
金
。

　

防
衛
科
学
技
術
委
員

会
設
置
が
発
表
さ
れ
、

学
術
会
議
法
人
化
法
が

成
立
し
、「
平
和
的
復

興
、
人
類
社
会
の
福
祉

に
貢
献
」
と
の
前
文
が

廃
止
さ
れ
た
（
25
年
６

月
）。
軍
産
学
複
合
体

の
形
成
が
推
進
さ
れ
て

い
る
。

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
の

状
況
が
続
い
て
い
る
な

か
で
極
め
て
不
十
分
な

改
定
で
す
。
一
時
金
は

12
月
10
日
、
４
月
遡
及

の
差
額
は
12
月
17
日
に

支
給
さ
れ
ま
す
（
11
月

８
日
号
外
参
照
）。

　

ケ
ア
労
働
者
の
処
遇

改
善
財
政
措
置
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
幼
稚
園

・
保
育
士
の
改
善
が
不

十
分
な
こ
と
を
厳
し
く

追
及
し
ま
し
た
。

　

再
任
用
職
員
の
一
時

金
支
給
月
数
は
正
規
職

員
の
半
分
の
ま
ま
で
あ

る
問
題
に
つ
い
て
、
現

場
の
声
を
伝
え
ま
し

た
。
長
年
の
知
識
や
経

験
を
活
か
し
、
正
規
職

員
と
変
わ
ら
な
い
業

務
、業
務
量
を
行
い
、後

輩
職
員
へ
の
知
識
の
継

承
や
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
再
任
用
制
度
が

始
ま
っ
た
当
初
か
ら
相

当
期
間
が
経
過
し
て
お

り
、
当
時
と
状
況
が
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、

他
都
市
で
は
正
規
と
同

じ
支
給
月
数
と
す
る
と

こ
ろ
も
出
て
い
ま
す
。

支
給
月
数
を
正
規
職
員

と
同
様
に
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

　

市
労
組
連
は
交
渉
で

示
し
た
課
題
、
25
年
市

労
組
連
賃
金
確
定
要
求

書
の
他
の
要
求
事
項
に

つ
い
て
引
き
続
き
交
渉

を
行
い
ま
す
。

貧国強兵で生活破壊

加
害
の
歴
史
・
戦
争
の
記
憶

加
害
の
歴
史
・
戦
争
の
記
憶

��

日
朝
友
好

日
朝
友
好  

学
校
教
育

学
校
教
育

中
高
年 

大
き
く
上
回
る
改
定

再
任
用
一
時
金 

同
月
数
に

市労組連

憲法憲法
学習会学習会

高市政権 異次元の大軍拡


